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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
冬
季
五
輪
・
ト
リ

ノ
大
会
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
日
本
が
金
メ
ダ
ル
を
受

賞
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
王
ジ
ャ
パ
ン
が
初
代
王
者
に
輝

く
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
、

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
を
は
じ
め
、
幼
い
子
ど
も
の

虐
待
や
殺
害
、
ま
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
事
故
も
数
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
私
ど
も
議
会
と
し
て
も
責
務
と

役
割
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
そ
れ
ら
を
は
じ

め
と
す
る
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
投
票
に
よ
り
直
接
政
治
に
参
加

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
手
で
立
派
な
議
員
を
選
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
幸
田
町
も
さ
ら
な
る

発
展
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

飲酒運転撲滅に関する決議
　交通事故のない明るい社会の実現は、町民全ての切実な

願いであり、長年の課題でもある。しかしながら、地域や

関係機関の懸命な努力にもかかわらず、多くの尊い命が失

われている。

　こうした状況下において、愛知県は交通死亡事故全国

ワースト1を続けており、その中でも西三河、岡崎警察署

管内では極めて深刻な死亡事故が多発している。今年8月、

福岡での飲酒による悲惨な交通事故を教訓に、飲酒運転に

かかわる規制、取締りが強化されてきたが一向に後を絶た

ない状況である。

　飲酒運転撲滅のためには、運転者の交通安全意識の向上

はもとより、家庭、職場、さらには地域が一体となって「飲

酒運転は絶対にしない・させない」という社会環境を醸成

していくことが重要である。

　よって、本議会は、町を始め関係機関・団体と連携強化

し、町民と一体となって飲酒運転の撲滅に向けて全力を挙

げて取り組むことを決意する。

　以上、決議する。

　　平成18年12月26日

愛知県額田郡幸田町議会

行
政
組
織
機
構
改
革
実
施

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
決

議
を
議
員
提
出
議
案
に
て
提
出

し
、
全
員
一
致
で
可
決
。

　

平
成
19
年
４
月
よ
り
役
場
の

組
織
機
構
を
改
め
、新
た
に「
健

康
福
祉
部
」、「
環
境
経
済
部
」

が
誕
生
し
ま
す
。
子
育
て
支
援

や
健
康
、
環
境
に
配
慮
し
た
町

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
ま
た
係
制
を
廃
し
グ
ル

幸
田
町
議
会
議
長

大
須
賀　

好
夫

　

１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
4
日

に
招
集
さ
れ
、
２６
日
ま
で
の
２３

日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
幸
田
町

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

単
行
議
案
１２
件
、
補
正
予
算
関

係
で
は
5
件
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
陳
情
1

件
を
審
議
し
、不
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
終
日
に
追
加
上
程
さ

れ
た
監
査
委
員
の
選
任
と
、議
員

提
出
議
案
と
し
て
飲
酒
運
転
撲

滅
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
決
議
の
2

件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
9
人
が
当

面
す
る
町
政
の
多
岐
に
わ
た
る

問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
決
議

ー
プ
制
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

行
政
組
織
機
構
改
革
の
ね

ら
い
、
効
果
は
。

Ａ　

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
・
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
体
制
に
改

め
る
。

Ｑ　

係
を
廃
し
グ
ル
ー
プ
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

ど
う
変
わ
る
の
か
。

Ａ　

グ
ル
ー
プ
制
導
入
の
目

的
は
、
一
時
的
に
多
く
の

仕
事
が
発
生
し
た
場
合
等
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
で
互
助
し

合
い
、
効
率
化
を
図
る
。

●
提
案
理
由

　

飲
酒
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事

故
を
撲
滅
し
、
明
る
く
、
安
全

な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例定 会 の
あ ら しま12月
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※
繰
越
明
許
費
と
は
、
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら
な
い
予
算

を
翌
年
度
に
限
っ
て
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
億
５
３
９
０
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
追
加
予
算

●
ふ
れ
あ
い
農
園
開
設
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

72
万
円

●
道
の
駅
（
須
美
・
桐
山
）
地
域
振
興
施
設
設
計
委
託
料1

5
0
万
円

●
老
人
憩
い
の
家
等
耐
震
補
強
工
事
費（
久
保
田
、高
力
、幸
田
、野
場
）

3
3
5
万
円

●
深
溝
断
層
遊
歩
道
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
3
0
万
円

繰
越
明
許
費

●
深
溝
公
園
整
備
事
業
に
要
す
る
経
費　
　
　
　
　

３
４
０
０
万
円

　

平
成
19
年
２
月
末
に
完
成
が

予
定
さ
れ
て
い
る
中
央
公
民
館

の
新
使
用
料
金
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

使
用
料
は
左
表
の
と
お
り
。

施
行
日　

平
成
19
年
４
月
１
日
。

Ｑ　

使
用
料
設
定
に
あ
た
り
他

市
町
を
参
考
に
し
た
の
か
。

Ａ　

負
担
は
少
な
く
し
た
い
の

で
他
市
町
の
70
％
を
目
途
と
し
た
。

Ｑ　

使
用
料
の
減
免
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

原
則
と
し
て
減
免
は
し
な

い
。
た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に

よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
央
公
民
館
の

　
　

新
使
用
料
決
ま
る

中央公民館新使用料
時間区分

利用区分

午前９時
から正午
まで

午後１時
から午後
５時まで

午後６時
から午後
10時まで

午前９時
から午後
10時まで

ホールＡ 500円 600円 700円 1,600円

ホールＢ 500円 600円 700円 1,600円

第1会議室 350円 400円 450円 1,100円

第2会議室 350円 400円 450円 1,100円

第3会議室 350円 400円 450円 1,100円

第5会議室 350円 400円 450円 1,100円

研修室 500円 600円 700円 1,600円

講座室 500円 600円 700円 1,600円

防音室 350円 400円 450円 1,100円

・
一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
5
3
9
0
万
円

（
反
対
２
、
賛
成
１９
で
可
決
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　

4
2
0
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計　
　
　

1
0
1
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計　
　
　
　
　
　

8
0
9
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

●
幸
田
町
職
員
の
勤
務
時
間
の

一
部
改
正
に
よ
り
実
労
働
時

間
7.5
時
間
が
8
時
間
と
な
り

ま
す
。

（
反
対
３
、
賛
成
18
で
可
決
）

●
電
子
申
請
（
一
部
分
）
が
24

時
間
可
能
に
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
設
置
さ
れ
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
、
保
険
料
が
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

（
反
対
２
、
賛
成
19
で
可
決
）

陳　

情

●
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社

会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い

て
の
陳
情
書

（
反
対
19
、賛
成
2
で
不
採
択
）

人
事
案
件

●
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

清
水　

正
幸
氏
（
岩
堀
）

　
　

山
口
文
雄
氏
辞
任
に
伴
う

残
任
期
間

（
反
対
４
、
賛
成
16
で
同
意
）

そ
の
他
の
議
案

会計別補正予算

第
4
回
臨
時
会

平
成
１８
年
１０
月
３１
日
に
開
催

●
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

　

ハ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
地

内
の
土
地
明
渡
等
請
求
事
件

　

上
級
審
に
対
し
控
訴
す
る
こ

と
に
よ
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
18
年
度
西
三
河
町
村

議
会
議
長
会
連
絡
協
議
会
に

よ
る
研
修
会
が
、
10
月
27
日
、

幡
豆
町
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

関
東
自
動
車
工
業
㈱
専
務

取
締
役
生
産
本
部
長
の
高
須

利
治
氏
に
よ
る
「
欧
州
で
の

体
験
と
海
外
事
業
」
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

議
員
研
修
会

3




